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■土壌医の広場
　●土づくり推進フォーラム「国内有機資源の利活用の実態と将来展望」開催報告
　●令和６年度土壌医関係研修会の開催状況
　●2024年度土壌医検定試験行われる
　●「データ駆動型土づくり推進」の令和７年度予算概算決定額について

（旧『圃場と土壌』）
（旧『土づくりとエコ農業』）
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